
上越市第7次総合計画 後期基本計画案
概 要

総合政策部 総合政策課

パブリックコメント（市民意見公募手続）
※当概要は、パブリックコメントの意見募集対象外です。



当市では、令和22（2040）年頃を目安とした将来のありたい姿の実現に向けて、令

和12（2030）年度を目標年度とする第7次総合計画において、「暮らしやすく、希望

あふれるまち 上越」を将来都市像に掲げ、各種施策や取組を推進してきました。

令和8年度をもって前期4年の計画期間が終了しますが、この間、少子高齢化の進行

や令和6（2024）年1月の能登半島地震をはじめとする自然災害の激甚化、AIの急激

な進化と普及など、当市を取り巻く社会経済環境は大きく変化しています。また、市民

のニーズや価値観、地域が抱える課題も多様化・複雑化しています。

このような状況の中、様々な環境の変化に対応するため、前期基本計画の取組の成

果を評価・検証し、令和9年度から令和12年度までの4年間を計画期間とする後期基

本計画の策定を進めています。

計画策定の趣旨



計画の構成

基本構想

基本計画

〈まちづくりの基本的な考え方〉

 ・ 基本理念

 ・ 将来都市像

 ・ 将来都市像の実現に向けて

 ・ 土地利用構想

〈基本構想に基づく具体的な取組の方向性〉

 ・ 4つの強化の視点

 ・ 基本目標別施策

 ・ 計画の推進に当たって

今
回
策
定

総合計画は、これからのまちづくりの基本的な考え方を示す「基本構想」と、基本構

想に基づく政策を具体化していくための取組の方向性を示した「基本計画」の2層構造

で構成しています。



計画期間

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

基本構想（8年間）

前期基本計画（4年間） 後期基本計画（4年間）

計画の期間と策定経過

策定経過

前期基本計画
（令和5年度

～8年度）

前期基本計画の
評価・検証

・施策の進捗状況
・社会経済環境等
の変化

・施策の課題

総合計画審議会の審議

市民意見の反映

・市民の声アンケート
・まちづくり意見交換会
・グループインタビュー
・市民説明会
・パブリックコメント

市議会への説明・議決

後期基本計画
（令和9年度

 ～12年度）



基本理念

上越市ならではの快適で幸せな暮らしの実現
～生きる力を備えたまちづくり・ひとづくり～

将来都市像
2030年の将来都市像

暮らしやすく、希望あふれるまち 上越

基本構想   基本理念と将来都市像

基本理念及び将来都市像は
前期基本計画と同内容です



暮らしやすく、希望あふれるまち 上越

「暮らしやすいまち」
に向けて

各種インフラ、産業、教育、医療、福祉、環境、    文化の全て

において、社会環境の変化に、柔軟かつしなやかに対応し、誰

一人取り残されることなく、自分らしい暮らしができるよう、

生活の質の向上を図り、安心感や満足度をより高めていきま

す。

「希望あふれるまち」
に向けて

地域の魅力や資源、産業や人材などまちの力を市民や地域

が一丸となって高め、いかしていく中で、地域に対する愛着

や誇りが育まれ、市民一人一人が夢や希望を持って、暮らし、

そして、次代を担う子どもや若者が帰ってきたくなるような

まちづくりを進めていきます。

基本構想 将来都市像
将来都市像は前期基本計画と同内容です



基本目標のイメージ図

基本構想  5つの基本目標

将来都市像の実現に向け、5つのまちの姿を基本目標として定めています。

基本目標は前期基本計画と同内容です



後期基本計画  ４つの強化の視点

後期基本計画の推進に当たり、地域の現状・課題や社会経済環境の変化、前期基本

計画の評価検証の結果等を踏まえた各施策の改善・見直しに加え、 令和８年度から

の市政運営方針に基づき、強化する取組を明確にするため、「4つの強化の視点」を

設定します。

みんなの笑顔 ～地域振興、安全、安心～ 産業いきいき ～産業、観光～

こどもと家族を真ん中に ～子育て、若者～ 多様な学び ～学校教育、生涯学習～

（主な取組の方向）

○ 地域振興・活力の向上

○ 安心な医療・介護・福祉サービスに提供

○ 災害への備え・地域防災力の向上

など

（主な取組の方向）

○人材確保、育成の推進

○ 産業経済を支えるインフラ整備の推進

○ 若者にとって魅力ある企業の誘致

など

（主な取組の方向）

○ 切れ目のない子育て支援

○ 子育て世代・若者の家計負担等の軽減

○ こどもと家族の相談支援の強化

など

（主な取組の方向）

○ 良質な教育環境の確保

○ 多様な教育サービスの提供

○ 市民の学びと育ちの推進

など



後期基本計画  基本目標別施策体系

基本計画では、将来都市像の実現に向け、5つの基本目標、14の政策について体系

化するとともに、各政策に位置づける38の施策、99の施策の柱を取りまとめていま

す。また、4つの強化の視点に関連する施策の柱については、該当する視点を表示し

ています。



後期基本計画  基本目標別施策の見方①

①基本目標の名称

②施策の名称

③2040年頃を目安
とする、将来のあり
たい姿

④当市の現状や取り
巻く社会経済環境等

⑤当該施策が寄与す
るSDGsのゴール



後期基本計画  基本目標別施策の見方②

⑥ありたい姿の実現を目
指し、後期4年間の取組
を進めることにより、達
成を目指す具体的な状態

⑦施策の進捗状況を測る
「ものさし」として設定
した指標



後期基本計画  基本目標別施策の見方③

⑨令和８年度からの市政運営
方針に基づき、強化する取組
を明確にするための視点

⑧現状を踏まえ、ありたい姿
の実現に向けた各取組を進め
るにあたっての方向性



後期基本計画  計画の推進に当たって①

① 計画の推進方法

⑴市民起点による取組の推進

まちづくりの主役となる市民と情報を共有し、対話を通じて共感を得ながら政策・施策を遂行

するなど、市民を起点とした取組を進めていきます。

⑵連携、協働・共創の推進

人や地域のつながりを、より強固なものとしながら、多様な主体が手を取り合い、連携を深め、

協働・共創のまちづくりを進めていきます。

⑶デジタル技術など、新たなテクノロジーの活用 【※後期基本計画から追加】

デジタルや脱炭素などの新たな技術を積極的に活用し、地域課題の解決や市民生活の利便性

向上などにつなげ、快適で暮らしやすい持続可能な社会の実現に取り組んでいきます。



後期基本計画    計画の推進に当たって②

③ 計画の評価検証

本計画における計画期間終了時には、毎年度の進捗管理における施策・個別事業

の評価、指標の達成状況、「市民の声アンケート」の結果等を踏まえ、本計画に掲げる

政策・施策の成果に対する評価検証を行います。

④ 各種個別計画の管理

本計画は、市政運営の総合的な指針となる当市の最上位計画であることから、各種

個別計画は、本計画が示す基本構想、基本計画の考え方を的確に反映する必要があ

ります。今後、個別計画を新規に策定する場合は、本計画の内容に即して策定すると

ともに、既存の計画については、それらの見直しに合わせて整合を図ります。

② 計画の進捗管理

本計画の実効性、即応性を高めるため、施策ごとに成果を表す指標を設定し、計

画・実施・評価・改善のＰＤＣＡサイクルを通じて、施策・個別事業の取組状況の評価を

行い、進捗管理を行います。



後期基本計画  計画の推進に当たって③
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